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仕組み
フルマトリクスキャプチャー（FMC）とトータルフォーカシングメソッド（TFM）

FMCはフェーズドアレイプローブを使用しますが、標準的なPAとは異なる方法で情報を送受信します。 TFMは、データを再構築するために使用されます。
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FMC — 取得戦略

最初の送信素子が作動します すべての素子が並行して、戻ってきた音
響パルスを受信します

すべての基本A-スキャンが保存されます
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TFM-画像再構成

遅延および積算処理が、選択した伝播モードに
おける、TFMゾーン内の特定の位置への予想
遅延に基づいて、すべてのA-スキャンに適用
されます。

すべての素子が並行して、戻ってきた音響パ
ルスを受信します

素子2がパルスを発し、前述のサイクルが
続きます。

同じプロセスがTFMゾーン内のすべてのピ
クセルに対して行われます。
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完了サイクル ＝ 1 TFM画像/フレーム
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1つのピクセルは積算されたA-スキャンの振幅から再構成されます。
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